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　村では新庁舎建設の見直しについて、３つの代替案を取りまとめ、２月10日～12日に住民ア

ンケート説明会を開催、２月17日～27日に住民アンケートを実施しました。

　村としては、住民アンケートの結果を踏まえ、３月10に庁舎建設特別委員会（村議会）を開

催し議論した結果、次のとおり新庁舎建設候補地を決定しました。

　今後、新たな建設候補地における新庁舎建設基本設計や実施設計業務などに着手し、早期に

庁舎建設を進めていきたいと考えていますので、住民の皆さんのご理解・ご協力をよろしくお

願いします。

【新庁舎候補地の計画案】

○ 現庁舎の位置で建て替えま

す。

○ 別館およびプレハブを取り

壊し、駐車場を確保します。

○ 教育委員会を新庁舎に移転

します。

○ 保健センターは現状のまま

活用します。

○ 急傾斜地対策として既設擁

壁（一部）の補強工事を施

し、庁舎の安全性を確保し

ます。

○ 利便施設（郵便局やコンビ

ニエンスストア）の併設を

検討します。

Ｑ 

．
庁
舎
建
設
の
費
用
を
抑
制
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
千
早
赤
阪

村
ら
し
さ
を
出
せ
る
よ
う
な
工
夫
、
例
え

ば
外
壁
は
木
質
に
す
る
な
ど
工
夫
し
て
ほ

し
い
。

Ａ 

．
千
早
赤
阪
村
ら
し
い
庁
舎
と
い
う
こ
と

で
は
、
内
装
を
木
質
化
す
る
な
ど
工
夫
は

可
能
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
は
今
後
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ 

．
議
会
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

も
っ
と
小
さ
く
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

検
討
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

Ａ 

．
議
会
ス
ペ
ー
ス
は
、
行
政
だ
け
で
は
決

め
に
く
い
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
も
踏
ま
え
、
議
会
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

Ｑ 

．
利
便
施
設
の
誘
致
を
模
索
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
代
替
案
③
の
場
合
も

そ
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

Ａ 

．
府
道
の
幹
線
道
路
沿
い
に
あ
る
現
役
場

の
場
所
で
あ
れ
ば
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
代
替
案
③
の
保
健

セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る
案
に
お
い
て
も
出

店
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

．
代
替
案
②
と
③
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
ほ
し

い
。

Ａ 

．
代
替
案
③
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す

る
案
で
は
、
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
保
健

事
業
の
ス
ペ
ー
ス
を
庁
舎
の
執
務
室
に
改

【新庁舎建設候補地】現庁舎の位置で建替え

新庁舎建設候補地
（現庁舎で建替え）

特集⑦村民の生命と暮らしを守る　新庁舎をめざして

新庁舎建設候補地が決まりました

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
説
明
会

で
の
主
な
質
疑
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住民アンケートにご協力いただきありがとうございました。結果は次のとおりです。

【住民アンケート結果（概要）】

修
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ど
こ
か
で
保

健
事
業
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
を
別
に
確
保
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
非
効
率
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ス
ト
面
で
は
新
築
よ
り
改
修
の
方
が
安
く

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
改
修
の
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
て
20
数
年
経

過
し
て
い
る
中
、
耐
用
年
数
は
、
残
り
30

年
程
度
し
か
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ 

．
代
替
案
②
の
場
合
、
利
便
施
設
の
併
設

の
可
能
性
と
あ
る
が
、
新
庁
舎
内
に
設
置

す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

Ａ 

．
新
庁
舎
の
建
設
場
所
が
決
定
し
て
い
な

い
の
で
、
具
体
的
な
協
議
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
新
庁
舎
に
併
設
す
る
形
で
建
設

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
水
分
簡

易
郵
便
局
が
３
月
末
で
廃
止
と
な
る
の

で
、
郵
便
局
は
新
庁
舎
の
中
に
設
置
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

．
代
替
案
②
の
場
合
で
も
く
す
の
き
ホ
ー

ル
の
大
ホ
ー
ル
部
分
は
改
修
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
経
費
は
総
事
業
費

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

．
今
回
の
総
事
業
費
に
は
含
め
て
い
ま
せ

ん
。新
庁
舎
を
建
設
し
て
も
し
な
く
て
も
、

く
す
の
き
ホ
ー
ル
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
特
に
設
備
な
ど

老
朽
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
維
持
補
修
や

長
寿
命
化
対
策
は
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
回

の
見
直
し
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も

く
す
の
き
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
部
分
に
つ

い
て
利
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
で
き

な
い
の
か
、
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た

の
で
、
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
の
中
で
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

．
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

で
決
定
す
る
の
か
。

Ａ 

．
庁
舎
の
場
所
は
、
必
要
に
応
じ
条
例
改

正
が
必
要
で
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
最
終
的
に
は

議
会
の
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。た
だ
、

庁
舎
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
活
用
す
る
も

の
な
の
で
、
新
庁
舎
の
場
所
と
し
て
ど
こ

が
良
い
の
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
民
意
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
議
会
と
協
議
し
な
が
ら

決
定
し
ま
す
。

Ｑ 
．
代
替
案
①
と
な
っ
た
場
合
、
現
庁
舎
の

跡
地
利
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ 

．
現
庁
舎
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎

は
耐
震
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

解
体
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
の
最
終
候
補
地

の
確
定
に
よ
り
土
地
利
用
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
庁
舎
建
設
に
相

当
額
の
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
新
庁

舎
の
計
画
が
で
き
て
も
す
ぐ
さ
ま
跡
地
活

用
が
実
行
で
き
る
か
は
不
明
で
す
。
今
後

の
検
討
課
題
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
庁
舎
の
完
成
時
期
は
い
つ
か
。

Ａ 

．
今
年
度
末
ま
で
に
最
終
案
を
決
定
し
、

平
成
29
年
度
で
新
た
な
候
補
地
で
の
基
本

設
計
や
実
施
設
計
業
務
、
平
成
30
年
度
中

に
工
事
着
手
（
１
年
～
１
年
半
）
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
国
か
ら
の
財
政
支

援
が
平
成
32
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
一
定
目
安
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

対象者数：5,032人

回 答 者：2,366人

回 収 率：47.0％

選
定
結
果

代替案① 「くすのきホールを改修し、新庁舎に転用」 177票 （7.5%）

代替案② 「現庁舎の位置で建替え」 1,803票 （76.2%）

代替案③ 「保健センターを改修し、新庁舎に転用」 330票 （13.9%）

無回答 56票 （2.4%）

選択肢 票数 割合

10代 46 1.9%

20代 125 5.3%

30代 139 5.9%

40代 238 10.1%

50代 249 10.5%

60代 622 26.3%

70代 630 26.6%

80代以上 280 11.8%

無回答 37 1.6%

合計 2,366 100.0%

選択肢 票数 割合

男性 1,076 45.5%

女性 1,175 49.7%

無回答 115 4.9%

合計 2,366 100.0%

代替案
①

代替案
②

代替案
③

10代 7 30 8 

20代 15 81 23 

30代 3 109 25 

40代 24 180 27 

50代 29 182 31 

60代 35 481 95 

70代 43 498 82 

80代
以上

20 220 36 

無回答 1 22 3 

合計 177 1,803 330 

代替案
①

代替案
②

代替案
③

千 早 5 114 13 

東 阪 2 184 22 

吉 年 0 67 3 

中 津 原 2 125 21 

小 吹 3 80 25 

小 吹 台 48 623 160 

森 屋 26 256 60 

水 分 48 198 8 

川 野 辺 15 51 2 

二河原辺 21 29 5 

桐 山 3 67 8 

無 回 答 4 9 3 

合計 177 1,803 330 

参考　代替案の選定（地区別）参考　代替案の選定（年齢層別）

年齢層

性別

【問い合わせ】人事財政課地域戦略室

3



　

私
は
、
昨
年
７
月
に
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
４
期
目
の
村
政

を
託
さ
れ
、
将
来
の
千
早
赤
阪
村
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
は

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
行
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

村
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

な
が
ら
も
、
子
育
て
に
優
し
い
村
の
実
現
に
向
け
、
保
育
料

の
助
成
拡
大
や
、
学
校
給
食
費
の
助
成
、
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
で
初
め
て
、
任

意
予
防
接
種
費
用
の
助
成
拡
大
を
行
う
な
ど
、
細
き
流
れ
も

や
が
て
大
河
と
な
る
こ
と
を
信
じ
、
確
か
な
歩
み
を
進
め
た

１
年
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
各
種
助
成
や
、
家
族
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
出
産
後
の
母
子
に
対
し
て
、「
弧
育
て

4

4

4

」
に
な
ら
な
い
た

め
の
産
後
ケ
ア
の
取
り
組
み
、
ま
た
、
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
を
電
話
予
約
で
、
土
・
日
曜
日
に
交
付
す
る
な
ど
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
幹
線
道
路

沿
い
の
美
観
向
上
や
案
内
板
の
整
備
、
観
光
地
と
な
っ
て
い

る
文
化
遺
産
の
ト
イ
レ
の
整
備
を
行
い
、
来
村
者
や
観
光
客

へ
の
お
も
て
な
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
村
が
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の

一
つ
ひ
と
つ
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵

と
力
を
結
集
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、

第
４
次
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
み
ん
な
が
集
う　

み

ん
な
で
育
む　

み
ん
な
に
優
し
い　

み
ん
な
を
結
ぶ　

ち
は

や
あ
か
さ
か
」
の
実
現
に
向
け
、
全
身
全
霊
を
か
け
て
取
り

組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
先
例
、
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

能
動
的
に
問
題
を
改
善
・
解
決
す
る
能
力
を
高
め
、
職
員
全

体
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
資
す
る
有
能
な
職
員
集
団
と
な
り
、

魅
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
、
豊
か
で
柔
軟
な
発
想
力
や
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体
的
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
な
ら
び
に
議
員
各
位
に
は
、
村
政
運
営
に

よ
り
一
層
力
強
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
所
信
の
一
端
と
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
29
年
度 

村
政
運
営
方
針 

一
部
抜
粋
）

子育てに優しい村の
実現に向けて

平
成
29
年
度
　
村
政
運
営
方
針
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平
成
29
年
度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
の
総

額
は
56
億
３
０
９
８
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
会

計
別
で
み
る
と
、
一
般
会
計
予
算
は
、

31
億
３
５
１
６
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
８
・
０
％
の
増
。
特
別
会
計
予
算
は
、

24
億
９
５
８
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
10
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
村
の
水
道
事
業
の
大
阪
広
域
水
道
企
業
団

と
の
統
合
に
よ
る
も
の
で
す
。

総額５６億３, ０９８万円
（対前年度比１．０％減）

特別会計

24億9,582万円
（対前年度比10.3%減）

一般会計

31億3,516万円
（対前年度比8.0％増）

※水道事業は大阪広域水道企業団との統合に伴い、29年度以降の予算はありません。
※基金の額は減債基金と財政調整基金の合計額

会計別
区　分

平成29年度
予算額

対前年度
増減額

対前年度
増減率

一般会計 31億3,516万円 2億3,161万円 8.0%

特別会計

国民健康保険
事業勘定 11億2,580万円 6,555万円 6.2%

施設勘定 3,914万円 2,734万円 231.7%

介護保険 8億3,705万円 9,662万円 13.0%

後期高齢者医療 1億 444万円 1,258万円 13.7%

下水道事業 2億4,235万円 ▲1,657万円 ▲6.4%

金剛山観光事業 1億4,704万円 6,061万円 70.1%

水道事業
収益的支出 － ▲1億5,249万円 皆減

資本的支出 － ▲3億8,111万円 皆減

小　　計 24億9,582万円 ▲2億8,747万円 ▲10.3%

合　　　　計 56億3,098万円 ▲5,586万円 ▲1.0% 27億

28億

29億

30億

31億

32億

33億

34億

（地方債）

0

3億

6億

9億

12億

15億

18億

21億

（基金）

9億1,923万円

30億7,137万円

30億2,352万円

30億9,273万円

32億4,122万円

32億1,700万円

16億6,191万円11億3,851万円

14億5,888万円

17億2,112万円

18億6,168万円

32億9,433万円

9億1,923万円

30億7,137万円

30億2,352万円

30億9,273万円

32億4,122万円

32億1,700万円

16億6,191万円11億3,851万円

14億5,888万円

17億2,112万円

18億6,168万円

32億9,433万円

24年度末 25年度末 26年度末 27年度末 28年度末
（見込み）

29年度末
（見込み）

歳入
31億3,516万円31億3,516万円

歳出
31億3,516万円31億3,516万円
科目別

民生費
80,283

（25.6%）

衛生費

35,327（11.3%）

公債費
36,778

（11.7%）

公債費
36,778

（11.7%）

総務費
58,398

（18.6%）

教育費
28,465

（9.1%）

土木費
28,621（9.1%）

消防費

14,438（4.6%）

議会費

6,668（2.1%）

農林水産業費　7,420（2.4%）

商工費　16,118（5.2%）

その他　1,000（0.3%）

村税
49,136（15.7%）

その他 

23,000（7.3%）

諸収入 

4,520（1.4%）

使用料及び
手数料 

2,069（0.7%）

繰入金 

17,021（5.4%）

地方交付税
122,000（38.9%）

地方交付税
122,000（38.9%）

村債
41,655

（13.3%）

府支出金

20,610（6.6%）

国庫支出金

17,405（5.6%）

その他（譲与税・交付金）

16,100（5.1%）

依

自主
財

源

存

源 69.5％

30.5%30.5%

財

特
集
　
平
成
29
年
度

　
村
の
予
算

一般会計予算の内訳

会計別でみた予算額 基金と地方債の残高の推移

（単位：万円）
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・防犯カメラ設置事業・・・・・・・・・・２８７万円

・地区防犯灯整備事業・・・・・・・・・・９２２万円

・ESCO事業（省エネルギー推進事業）・・５８３万円

・消防団車両更新事業・・・・・・・・・・９０４万円

・保育料の助成・・・・・・・・・・・・・・・－万円

・任意予防接種費用助成・・・・・・・・・２１１万円

・急病診療事業・・・・・・・・・・・・・８９０万円

・産後ケア事業・・・・・・・・・・・・・・４１万円

・学校給食費補助金・・・・・・・・・・・４５４万円

・史跡整備事業・・・・・・・・・・・・・１００万円

・間伐材搬出費用助成事業・・・・・・・・９００万円

・有害鳥獣駆除対策事業・・・・・・・・・１００万円

・企業誘致等補助金・・・・・・・・・・３０００万円

・小売店舗等開業支援事業補助金・・・・・４００万円

・文化遺産・観光トイレリフレッシュ事業・４０００万円

・景観向上整備事業・・・・・・・・・・３０００万円

・道の駅の機能及び再整備に関する調査事業・３０万円

・村道整備事業・・・・・・・・・・・・５０００万円

・交通安全施設設置事業・・・・・・・・・１００万円

・空き家改修補助事業・・・・・・・・・・１８０万円

・定住促進家賃補助事業・・・・・・・・・１２０万円

・子育て世帯等引っ越し費用助成事業・・・１００万円

・美化や環境に関する条例関係経費・・・・・２９万円

・地域公共交通事業・・・・・・・・・・・・７９万円

・閉庁日の電話予約による証明書の交付事務・・－万円

・移動期日前投票所の実施・・・・・・・・・２１万円

・住民意識調査事業・・・・・・・・・・・４７４万円

・地区補助金・・・・・・・・・・・・・・７８１万円

・地域おこし協力隊事業・・・・・・・・１４７１万円

・千早地域活性化事業・・・・・・・・・・５１６万円

・ふるさと応援寄附金事業・・・・・・・９５８６万円

基本柱１　～安全・安心・環境～

基本柱２　～健康・福祉～

基本柱３　～教育・歴史・伝統～

基本柱４　～観光・産業・地域振興～

基本柱５　～建設・交通～

基本柱６　～協働・行政経営～

平成２９年度の主な事業 －新規及び拡充事業を中心に抜粋－
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『国民健康保険とは』

　国民健康保険（国保）制度は、被保険者の皆様が、保険料という形でお金を出し合い、病気

やけがなどで、いざというときに安心して医療を受けることができるよう、お互いに生活上の

困難を助け合うための制度です。

　国保制度は、職場の健康保険（健康保険組合や共済組合など）や後期高齢者医療制度（75歳

以上の人）に加入している人、生活保護を受けている人を除くすべての人が加入する制度で、

その運営は、国や府などの補助金と加入されている皆様からの国民健康保険料で支えられてい

ます。

『村国民健康保険の現状』

　村では、平成27年度に基金や繰越金を活用し、国民健康保険料を引き下げ、皆様のご負担

を軽減してまいりましたが、高額入院の発生や高額医薬品の保険適用などの影響により医療費

が増加し、引き続き現在の国民健康保険料を維持することは厳しい状況です。

『国保制度改正』

　平成30年度には、国保制度改正により国保の財政運営が市町村から大阪府に拡大されます。

大阪府は、保険給付費等の必要な費用の見込みを立て、市町村ごとに国保事業納付金の額を各

市町村に通知し、市町村では納付金を納めるために必要な費用を国民健康保険料として被保険

者の皆様から徴収することになります。

　先日、大阪府より新制度による１人あたり保険料額が『粗い試算』ではありますが、公表さ

れました。これによると、現在の村の国民健康保険料は平成27年度に引き下げしたことで、

府下で一番安い保険料額となっておりますが、新制度による保険料必要額は現在の1.5倍程度

の額になるとの試算が示されました。P ９ページ参照

　（新制度による保険料必要額は試算額であり平成30年度における実際の保険料負担額ではあ

りません）

『今後の村国民健康保険料について』

　このような状況や『平成30年度の府下一元化時に、差額金を一度に引き上げることは、被保

険者の生活基盤への影響が懸念されることから、段階的に引き上げることが妥当』などの村国

民健康保険運営協議会の答申（平成29年３月８日付け）も踏まえ、村の国民健康保険料の１人

あたり保険料を平成29年度から平成31年度にかけ毎年２万円程度引き上げを行う予定です。

　ただし、大阪府が示した新制度による１人当たり保険料額は不確定な部分もあり、平成30年

度に大阪府へ納付する国保事業納付金や村の基金残高等も保険給付費などにより変わるため、

引き上げ額については、今後、変わる可能性があります。

　被保険者の皆様には、ご負担をお願いすることになりますが、安心して医療を受けられる国

保制度を維持するため、ご理解とご協力をお願いします。

　４月に送付する平成29年度国民健康保険料仮徴収通知書は、平成28年度の保険料率をもとに

仮決定しています。

村国民健康保険の現状と保険料について
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　市町村国保は、高齢者の人の加入割合が高く、高齢の

人ほど医療にかかられる機会が多くなることから、財政

的な負担が大きいという課題を抱えています。

　村においても65歳から74歳の加入割合が一番高くなっ

ており、平成27年度の被保険者全体に占める加入割合は

54.4％となり、年々増えている状況です。

　国民健康保険料は、平成27年度に基金や繰越金を活用

し保険料額の引き下げを行ったため、３割程度減少して

います。

　平成24年度から平成26年度の保険給付費の状況は、ほ

ぼ横ばいで推移しましたが、平成27年度は、高額入院の

発生や高額医薬品の保険適用により前年度の約13％伸び

ており、平成28年度見込みにおいても被保険者数が減少

しているにもかかわらず、保険給付費が高い状況です。

　１人あたり医療費は、平成24年度から平成26年度まで

はほぼ横ばいであったのに対し、平成27年度では、前年

度の15％程度も伸びておりこれは、高額入院発生や高額

医薬品保険適用による影響と前期高齢者の割合が増加し

たことなどが考えられます。平成28年度見込みは若干減

少すると見込んでいますが、平成26年度に比べ10％以

上伸びている状況です。

　一方、１人あたり保険料額（医療費分）では、平成27

年度に基金や繰越金を活用し、保険料を引き下げしてい

るため、前年度に比べ46％減少しています（国民健康保

険料は、医療費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分

を合算して納めていただいていますがここでは、医療費

分について比較しています）。

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

（万円）

平成24年度

64,257万円 62,734万円 64,124万円

72,487万円 70,060万円

64,257万円 62,734万円 64,124万円

72,487万円 70,060万円

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
見込

460,000

340,000

355,000

370,000

385,000

400,000

415,000

430,000

445,000

80,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

（円） （円）

73,081円

376,071円 376,821円

388,642円

444,266円

430,477円

376,071円 376,821円

388,642円

444,266円

430,477円68,992円

70,848円

38,548円 38,551円

73,081円
68,992円

70,848円

38,548円 38,551円

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
見込

１人あたり医療費 １人あたり保険料額（医療費分）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（人）

平成24年度

被保険者数

2,055人 2,012人 1,985人
1,926人 1,860人

877人 944人
1,015人 1,047人 1,027人

2,055人 2,012人 1,985人
1,926人 1,860人

877人 944人
1,015人 1,047人 1,027人

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
見込

前期高齢者数

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
（万円）

平成24年度

国民健康保険料調定額

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
見込

20,992万円
19,368万円 19,442万円

13,882万円
12,754万円

20,992万円
19,368万円 19,442万円

13,882万円
12,754万円

被保険者の状況

国民健康保険料の推移（現年度分調定額）

保険給付費の推移

1人あたり医療費と1人あたり保険料額（医療費分）

保険料引き下げ

（大阪府内最低）

保険料引き下げ

（大阪府内最低）

現在の村の国民健康保険事業の現状をお知らせします
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※ 府内平均所得に基づく保険料額…各市町村の料率

を１人あたりに換算し、府内平均所得者が賦課さ

れたと仮定した場合の理論上の１人あたり保険料

額

※新制度による平成29年度保険料必要額…

　 平成29年度において新制度が適用されたものと仮

定した場合の１人あたり保険料額（粗い試算） 〈問い合わせ〉住民課（国民健康保険）

　基金残高は、平成24年度から平成27年度までは横ばいで、平成

27年度の保険料引き下げについては繰越金を活用したため基金の

取り崩しは行いませんでしたが、平成28年度は5,500万円程度の

基金取崩しが必要となり、保険料を引き上げずに現在の保険料額

（医療費分）で試算すると平成29年度末基金残高見込額は、1,695

万円程度と見込んでいます。

市町村名

1人あたり年間

医療費

府内平均所得に

基づく保険料額

平成27年度 平成27年度

大 阪 市 3 4 8 , 0 5 8 5 1 2 3 , 5 1 2 2 9

堺 市 3 7 8 , 1 4 0 2 8 1 2 3 , 4 5 5 2 8

岸 和 田 市 3 5 8 , 1 5 1 1 0 1 3 1 , 1 2 9 4 1

豊 中 市 3 7 9 , 6 0 6 3 0 1 1 2 , 8 0 9 7

池 田 市 3 6 7 , 5 1 1 1 9 1 2 5 , 7 2 5 3 2

吹 田 市 3 6 9 , 3 5 1 2 0 1 2 2 , 7 3 8 2 7

泉 大 津 市 3 8 1 , 6 3 3 3 2 1 1 9 , 8 2 7 2 4

高 槻 市 3 9 9 , 8 6 2 3 9 1 1 6 , 7 1 5 1 3

貝 塚 市 3 7 7 , 2 1 5 2 7 1 1 8 , 5 5 2 1 8

守 口 市 3 6 2 , 1 2 2 1 4 1 3 9 , 2 4 4 4 3

枚 方 市 3 7 4 , 3 5 5 2 6 1 1 2 , 4 5 3 5

茨 木 市 3 7 0 , 0 5 9 2 1 1 1 3 , 9 1 2 8

八 尾 市 3 6 1 , 0 9 4 1 3 1 1 2 , 5 7 7 6

泉 佐 野 市 3 8 6 , 8 4 8 3 6 1 2 7 , 3 3 7 3 6

富 田 林 市 3 6 0 , 3 1 1 1 2 1 1 9 , 3 1 8 1 9

寝 屋 川 市 3 5 9 , 0 5 9 1 1 1 1 8 , 1 0 6 1 6

河内長野市 3 8 7 , 0 7 5 3 7 1 2 5 , 4 7 6 3 1

松 原 市 3 7 2 , 0 5 6 2 4 1 2 7 , 8 1 4 3 7

大 東 市 3 4 2 , 3 6 2 3 1 2 1 , 8 3 4 2 6

和 泉 市 3 6 3 , 2 5 1 1 7 1 1 8 , 1 5 9 1 7

箕 面 市 3 4 4 , 8 6 7 4 1 1 9 , 7 3 4 2 3

柏 原 市 3 8 1 , 7 7 6 3 3 1 3 0 , 2 9 8 4 0

羽 曳 野 市 3 6 2 , 4 4 7 1 6 1 1 9 , 6 6 6 2 1

門 真 市 3 4 8 , 7 5 0 7 1 1 9 , 3 5 9 2 0

摂 津 市 3 6 2 , 2 0 6 1 5 1 1 7 , 4 7 9 1 4

高 石 市 4 0 0 , 1 1 6 4 0 1 3 8 , 0 1 7 4 2

藤 井 寺 市 3 4 8 , 1 8 0 6 1 2 7 , 2 7 7 3 5

東 大 阪 市 3 7 3 , 6 6 1 2 5 1 2 8 , 8 9 2 3 9

泉 南 市 3 0 9 , 8 5 4 1 1 1 5 , 6 4 2 1 1

四 條 畷 市 3 6 5 , 2 0 3 1 8 1 1 5 , 9 0 0 1 2

交 野 市 3 8 4 , 5 9 7 3 4 1 1 4 , 9 3 6 1 0

島 本 町 4 1 6 , 1 2 1 4 1 1 2 5 , 9 2 0 3 3

豊 能 町 3 7 9 , 9 4 1 3 1 1 0 2 , 1 1 4 2

能 勢 町 3 9 7 , 9 1 2 3 8 1 1 9 , 6 7 9 2 2

忠 岡 町 3 7 0 , 7 7 2 2 2 1 2 6 , 6 9 1 3 4

熊 取 町 3 8 5 , 9 7 7 3 5 1 1 7 , 9 4 8 1 5

田 尻 町 3 5 1 , 0 7 4 9 1 0 4 , 9 7 3 3

阪 南 市 3 7 0 , 9 9 1 2 3 1 2 8 , 3 8 0 3 8

岬 町 4 7 9 , 6 7 5 4 3 1 2 1 , 7 1 5 2 5

太 子 町 3 4 1 , 8 1 4 2 1 1 4 , 3 2 5 9

河 南 町 3 4 9 , 8 4 8 8 1 0 8 , 7 4 6 4

千早赤阪村 4 4 4 , 2 6 6 4 2 8 3 , 9 6 3 1

大阪狭山市 3 7 8 , 9 9 2 2 9 1 2 5 , 3 6 3 3 0

府 内 全 域 3 6 3 , 9 2 8 1 2 1 , 8 1 6

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

医療分

所得割額 7.69% 7.68% 7.68% 3.97% 4.08%

均等割額（人） 28,063円 26,048円 27,445円 15,137円 15,105円

平等割額（世帯） 23,591円 21,335円 23,169円 12,092円 11,846円

後期分

所得割額 2.28% 2.30% 2.30% 3.09% 2.56%

均等割額（人） 8,272円 7,775円 8,159円 10,573円 8,981円

平等割額（世帯） 6,950円 6,695円 6,888円 8,446円 7,043円

介護分

所得割額 2.41% 2.40% 2.40% 2.77% 2.78%

均等割額（人） 8,300円 7,845円 7,761円 9,469円 10,137円

平等割額（世帯） 4,702円 4,335円 4,155円 5,062円 5,353円

0

5,000

10,000

15,000

20,000
（万円）

平成24年度

基金残高（年度末）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
見込

16,641万円 16,664万円 16,684万円 16,710万円

11,170万円

16,641万円 16,664万円 16,684万円 16,710万円

11,170万円

基金残高の推移

新制度による平成29年度

保険料必要額（粗い試算）

147,255円

平成27年度府内平均所得に

基づく保険料額と新制度に

よる平成29年度保険料必要

額との差額は63,292円

平成27年度の大阪府内の国保保険者

の状況でみると、村の１人あたり年

間医療費は大阪府下で２番目に高い

医療費であり、１人あたり保険料額

は大阪府下で一番低い保険料です。

大阪府内の国保保険者の状況（平成27年度）

【参考】国民健康保険料率推移
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立
候
補
届
出
日

日
時　

４
月
18
日（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所　

役
場
第
２
会
議
室

　
　
　

 

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

投
票
日

　

４
月
23
日（
日
）
午
前
７
時
～
午
後
８
時

開
票
お
よ
び
選
挙
会

日
時　

４
月
23
日（
日
）
午
後
９
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階
会
議
室

投
票
で
き
る
人

　

平
成
11
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
29
年
１
月
17
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
千
早

赤
阪
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
村
外
へ
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

点
字
投
票

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票

所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示
す
る
候
補
者
を

正
し
く
記
入
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者

で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人
は
「
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
は
４
月
19
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
不
在

者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ

の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う

こ
と
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

⑴
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

⑵ 

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
で
、
投
票
日
に
投

票
区
内
に
い
な
い
人

⑶ 

病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
歩
け

な
い
人

※ 

投
票
日
に
は
18
歳
に
な
る
が
、
投
票
日
前

に
お
い
て
は
未
だ
17
歳
で
あ
り
選
挙
権
を

有
し
な
い
人
な
ど
は
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

　

４
月
19
日（
水
）～
22
日（
土
）

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
場
所

　

千
早
赤
阪
村
役
場
１
階

　

期
日
前
投
票
所
・
不
在
者
投
票
所

そ
の
他

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
 
０
０
８
１

投
票
所
入
場
券

　

あ
ら
か
じ
め
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、投
票
の
と
き
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
り
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の
こ
と
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
は
、投
票
所
入
場
券
の
「
投
票
所
」

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

な
お
、
村
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
転

居
の
時
期
に
よ
り
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
話
通
訳

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届出
の別

届出
の日

投票の
可否

転入届

をした

人

平成29年
１月17日
以前

投票で
きます

平成29年
１月18日
以後

投票で
きませ
ん

転出届

をする

人

選挙まで
の全期間

投票で
きませ
ん

投票
区

投票所 所在地

１
くすのき
ホール

水分
263番地

２

旧千早小
学校体育
館

東阪
388番地

３
千早老人
憩いの家

千早
240番地

４

千早小吹
台小学校
体育館

小吹
68番地
の780

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙
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広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

【
持
っ
て
く
る
物
】

投
票
所
入
場
券
（
裏
面
の
期
日
前
投
票
宣
誓

書
欄
を
記
入
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※ 

投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な
け
れ
ば
、

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

【
期
間
】

４
月
19
日（
水
）～
21
日（
金
）

※ 

左
記
の
時
間
を
過
ぎ
て
投
票
所
に
来
ら
れ

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
左

記
の
時
間
内
に
敷
地
内
に
入
っ
て
い
て
、

そ
の
後
に
開
設
時
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
投

票
で
き
ま
す
。

〈問い合わせ〉選挙管理委員会事務局　☎ ００８１

時　　　間 場　　　所

４
月
19
日
（
水
）

・午前９時～10時30分 千早老人憩の家前

・午前11時～午後12時30分 上東阪老人憩の家前

・午後２時～３時30分 中津原老人憩の家前

・午後４時～５時30分 下東阪老人憩の家前

４
月
20
日
（
木
）

・午前９時～10時30分 川野邊老人憩の家前

・午前11時～午後12時30分 吉年老人憩の家前駐車場

・午後２時～３時30分 小吹ちびっこ広場

・午後４時～６時 いきいきサロンやまゆり（小吹台）

４
月
21
日
（
金
）

・午前９時～10時30分 水分老人憩の家前

・午前11時～午後12時30分 二河原邊ちびっこ広場

・午後２時～３時30分 桐山地区防火水槽（大字桐山432-2）

・午後４時～５時30分 森屋公民館前（大字森屋370）

移動期日前投票所を開設します！移動期日前投票所を開設します！移動期日前投票所を開設します！
　４月23日執行千早赤阪村議会議員選挙において、投票の機会を確保するため、次の場所で「移動

期日前投票所」を開設します。各投票所へは、ワゴン車で巡回し、投票は施設の敷地内で行います。

　当日投票することができない有権者は、移動期日前投票所を利用ください。
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●
国
民
健
康
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

・ 

65
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
が
65
～
74
歳
の
場
合
、
国
民

健
康
保
険
料
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・ 

平
成
29
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
の
人
へ

　

前
年
度
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を
特
別
徴

　

１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
額
は
、
前
年

の
所
得
な
ど
を
も
と
に
算
定
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
時
点
で
は
、
皆
さ
ん
の
前
年
の
収
入
や
所
得
な
ど
が
把
握
で
き
な
い

の
で
、
平
成
28
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
仮
決
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は

７
月
に
本
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）
」
と
「
普
通
徴
収
（
納
付

書
や
口
座
振
替
）
」
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
人
や
転
入

さ
れ
た
人
な
ど
は
、
一
定
期
間
、
普
通
徴
収

で
す
が
、
こ
の
期
間
が
経
過
し
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
・
受
給
見
込
み
の
人
は
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
差
し

止
め
の
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・ 

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
）
で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」
で
納
め
て
い
る

人
は
、保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

確
定
申
告
な
ど
の
と
き
の
社
会
保
険
料
控

除
は
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
年
金
受
給
者

本
人
に
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
納
め
た
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・ 

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・ 

健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

収
で
納
め
て
い
た
人
で
も
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
る
前
に
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
人
は
当
時
の
登
録
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
。
口
座
の
変
更
な
ど
を
希

望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
分
で
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
の
人

や
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人

に
「
仮
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
４
～
６
月
の

普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収

の
人
に
は
７
月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指

定の預金口座から振替納付される口座振替が、納

め忘れがなく便利で安心です。

　口座振替を希望する人は、預金通帳と金融機関

届出印鑑、納入通知書（納入通知書がない人は保

険証）を持参の上、口座振替取扱金融機関の窓口

で手続きをしてください。

（口座振替は毎月25日です。ただし、指定振替日

が取扱金融機関などの休日にあたる場合は、１営

業日前です。）

〈口座振替取扱金融機関〉

三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪の

各銀行および大阪南農業協同組合、ゆうちょ銀行・

郵便局

保険料の納付は

便利な口座振替で

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
平
成
29
年
度
仮
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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● 

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
保
険
料
率
で

計
算
し
た
１
年
間
の
保
険
料
は
、
７
月
初
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

康
保
険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
は
、

当
面
の
間
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
平
成
29

年
度
は
均
等
割
額
が
７
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
資
格
取
得
後
２
年

を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
均
等
割

額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

届
け
出
を
す
る
こ
と
で
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
決
定
の
た
め
に
（
お
願
い
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
、
医
療
機
関

窓
口
で
の
負
担
割
合
や
高
額
療
養
費
な
ど
の

負
担
区
分
は
、
税
の
申
告
内
容
に
も
と
づ
き

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
や
、
収
入
が
少
な
く
確
定

申
告
を
し
て
い
な
い
人
で
も
、
住
民
税
申
告

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な

い
と
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
29
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

　

75
歳
の
お
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
75
歳
の
お
誕

生
日
の
前
月
中
旬
に
被
保
険
者
証
を
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
証
や
保
険
料
決
定
通
知
書
に
同
封
し

て
い
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
の
通
知
を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
主
な
内
容
は
、受
診
年
月
・

医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・
受
診
日
数
・
医

療
費
の
総
額
（
負
担
し
た
金
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
で
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
事
件
や
、
訪
問
し
て
銀
行
の
通
帳

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
被
保
険
者
証
な
ど

を
持
ち
去
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不

審
な
電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
指
示
に
従
わ
ず
、
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
や
役
場
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

２
．
所
得
割
額
の
軽
減

　

「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
が
、

58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
が
一
律
に

２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

保
険
料
決
定
通
知
書
に
は
、「
基
礎
控
除
後

の
総
所
得
金
額
等
」
は
「
賦
課
の
も
と
と

な
る
所
得
金
額
」
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
す
。

※ 

平
成
30
年
度
以
降
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

こ
の
軽
減
措
置
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

３ 

．
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の

前
日
に
会
社
員
の
夫
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
扶

養
で
あ
っ
た
人
（
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担

が
な
か
っ
た
人
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健

所得の判定区分
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

基礎控除額
（33万円）

まで

当該世帯の被保険者全員の各所
得（ただし、公的年金控除額は、
80万円と計算する）

0円 9割 5,164円

0円でない 8.5割 7,747円

【基礎控除額（33万円）＋26万円×被保険者数】まで 5割 25,824円

【基礎控除額（33万円）＋49万円×被保険者数】まで 2割 41,319円

・ 基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動
することがあります。

・ 被保険者均等割額の軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得
金額などには、専従者控除、譲渡所得の特別控除の税法上の規定は適
用されません。

・ 国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受
けた65歳以上の人については、公的年金などにかかる所得金額から
15万円が控除されます。

・ 世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対
象となります。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

平成29年度の保険料率

所得割額

基礎控除後の
総所得金額等注

×所得割率
10.41％

被保険者
均等割額

被保険者

１人あたり

51,649円

保険料
（年額）＋ ＝

注 −主な基礎控除後の総所得金額等の算定方法−

⑴ 給与所得の場合　　⇒（給与収入金額−給与所得控除額）−基礎控除額（33万円）

⑵ 公的年金所得の場合⇒（年金収入金額−公的年金等控除額）−基礎控除額（33万円）

※年間保険料の負担限度額は57万円です。
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健　
　
　

康

必
要
な
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
接
種
（
予
防
接
種
法
で
定
め
ら
れ
た
予

防
接
種
）

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

麻
し
ん
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る
病
気
で

す
。
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染
力
が

強
い
た
め
感
染
し
や
す
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

に
よ
っ
て
免
疫
を
つ
く
り
、
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
は
指

定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。

過
去
に
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
き
ら
か
で
な
い
人
は
、
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
の
対
象
者

■
Ｍ
Ｒ
１
期　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

■ 

Ｍ
Ｒ
２
期　

平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
24
年
４
月
１
日
生
ま
で

※ 

未
接
種
で
対
象
年
齢
を
超
え
た
人
は
相
談

く
だ
さ
い
。

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
指
定
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。

■
１
期
対
象
者

　

３
歳
以
上
７
歳
６
か
月
未
満

■
２
期
対
象
者

　

９
歳
以
上
13
歳
未
満

　

な
お
、
接
種
を
勧
め
る
こ
と
を
控
え
て
き

た
こ
と
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
平
成
９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
20
歳
未
満
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

人
は
、
対
象
年
齢
を
超
え
て
い
て
も
未
接
種

分
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

任
意
接
種
（
予
防
接
種
法
の
対
象
外
で
接

種
義
務
の
な
い
予
防
接
種
）
の
費
用
助
成

●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど

を
接
種
さ
れ
た
人
に
、接
種
費
用
の
助
成（
還

付
）
を
し
ま
す
。

■
１
価
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

生
後
２
か
月
か
ら
24
週
ま
で
の
乳

児金
額　

１
回
に
つ
き
上
限
１
万
２
千
円
ま
で

助
成

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

■
５
価
ロ
タ
テ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

生
後
２
か
月
か
ら
32
週
ま
で
の
乳

児金
額　

１
回
に
つ
き
上
限
８
千
円
ま
で
助
成

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

■
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

間
に
あ
る
幼
児

標
準
的
な
接
種
時
期　

１
歳
か
ら
２
歳
未
満

で
１
回
目
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
２

回
目

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
６
千
円

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

【
助
成
手
続
き
】

①
母
子
手
帳
な
ど
接
種
が
確
認
で
き
る
物　

②
領
収
書
（
原
本
）　

③
印
鑑　

④
振
込
先

の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を

持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

※ 

富
田
林
医
師
会
加
入
医
療
機
関
の
窓
口
で

一
旦
接
種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
１
種
類
の
選
択
に

な
り
ま
す
。

※ 

任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
昨
年
10
月
よ
り
、
平
成
28
年
度
に

定
期
接
種
対
象
外
の
０
歳
～
小
学
６
年
生
ま

で
の
小
児
を
対
象
に
、
任
意
接
種
の
費
用
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種
は
３
回
で
、
１

回
あ
た
り
の
助
成
額
は
上
限
５
千
円
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
今
年
９
月
ま
で
の
期
間
限
定

の
た
め
、
対
象
と
な
る
人
は
早
め
に
接
種
の

検
討
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場 ……☎ 0081

小吹台連絡所 ………☎ 7600

防災行政無線テレホンガイド 

 ………☎ 1388

くすのきホール（教育委員会事務局）

•教育課… ……………☎ 1300

村立郷土資料館 ……☎ 1588

B&G海洋センター ……☎ 7183

学校給食センター ……☎ 1112

いきいきサロン

•やまゆり… …………☎ 7005

•くすのき… …………☎ 1705

保健センター

•健康福祉課… ………☎ 0069

•村国保診療所… ……☎ 0038

•村社会福祉協議会………☎ 0294

金剛山ロープウェイ

•千早駅… ……………☎ 0128

村営宿泊施設

•香楠荘… ……………☎ 0321

富田林市消防署

千早赤阪分署 ………☎ 1755

※ 各施設の休館日については

お問い合わせください。
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●
抗
体
価
の
低
い
お
と
な
の
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
、
抗
体
価
の
低
い
お
と
な
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

対
象　

接
種
時
に
村
に
住
民
票
の
あ
る
人

で
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
免
疫
が
不

十
分
（
風
し
ん
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
：
16
倍
以

下
、
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
：
8.0
未
満
、
抗
体
価

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
以
前
５
年
以
内
の
結

果
）
で
、
か
つ
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

７
千
円　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
４
千
円

【
助
成
手
続
き
】

①
領
収
書
（
原
本
）　

②
接
種
済
証
（
コ
ピ
ー

可
）　

③
抗
体
検
査
の
結
果
が
わ
か
る
も
の

（
コ
ピ
ー
可
）　

④
印
鑑　

⑤
振
込
先
の
通
帳

又
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
持
参
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）ま
で

※ 

医
療
機
関
窓
口
で
一
旦
接
種
費
用
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※ 

風
し
ん
抗
体
検
査
は
、
富
田
林
保
健
所
に

て
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
要
予
約
）
☎
㉓
２
６
８
１

●
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

■
定
期
接
種
対
象
者　

①
平
成
29
年
度
に
、
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
と

な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
な
ど
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

人■
任
意
接
種
対
象
者

　

接
種
日
に
満
65
歳
以
上
で
、
定
期
接
種
対

象
者
（
①
②
）
以
外
の
人

【
自
己
負
担
額
】

定
期
接
種
・
任
意
接
種
と
も
に
３
千
円

※ 
定
期
接
種
・
任
意
接
種
に
か
か
わ
ら
ず
助

成
は
一
生
涯
に
１
度
の
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
公
費
助
成
を
受
け
て
接
種
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

再
接
種
す
る
場
合
は
、主
治
医
と
相
談
し
、

充
分
な
期
間
を
あ
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

助
成
を
受
け
る
た
め
の
予
診
票
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

の
連
絡
が
必
要
で
す
。

※ 

事
前
予
約
な
ど
は
富
田
林
医
師
会
加
入
の

指
定
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら

●
で
き
る
だ
け
早
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
妊

娠
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
母
子
健
康
手

帳
」
と
「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
」（
母
体

や
胎
児
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

健
診
を
受
診
で
き
る
受
診
券
で
上
限
額

11
万
６
８
４
０
円
）
な
ど
を
お
渡
し
し
、
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
通
知
カ
ー
ド
や
住
民
票
と
写

真
つ
き
の
身
分
証
明
書
）

●
妊
娠
中
は
特
に
気
が
か
り
な
こ
と
が
な
く

て
も
、
身
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
た
め
、
健
診
を
受
け
ず
に
出
産

す
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も
お
母

さ
ん
に
と
っ
て
も
非
常
に
危
険
な
こ
と
で

す
。
定
期
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
保
健
師
に
よ
る
相
談
や
家
庭
訪
問
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
こ
と
で
、
心
配
事
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
中
の
過
ご
し

方
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人
の
妊
婦
体
験
、
出

産
後
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
過
ご
し
方
、
赤
ち
ゃ

ん
人
形
を
使
っ
た
沐
浴
実
習
な
ど
、妊
婦（
両

親
）
教
室
も
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」の
ご
案
内

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
望
ま
な
い
妊
娠
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
も
育
て
ら
れ
な
い
な

ど
で
悩
ん
だ
と
き
は
、
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

希
望
に
添
っ
て
必
要
な
正
し
い
情
報
を
伝

え
た
り
、
続
け
て
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
相
談

窓
口
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
大
阪
府
の
委
託

を
受
け
て
、
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談

☎
０
７
２
５
（
５
１
）
７
７
７
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

10
時
～
16
時

Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.n
in
sh
in
sos.com

/

携
帯
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.n
in
sh
in
sos.com

/m
/

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ　

大
阪
」で
検
索
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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「
い
じ
め
は
絶
対
に

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
！
」

島　
　

善
信

　
　

（
大
阪
教
育
大
学
）

　

「
今
回
の
授
業
で
大
き
く
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
界
か
ら

い
じ
め
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
授
業
を
受
け
る
前
は
、
い
じ

め
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

絶
対
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
す
！
そ
の
た

め
に
も
私
た
ち
が
努
力
し
て
１
人
で
も
い
じ

め
で
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
で
す
。」

こ
れ
は
、
筆
者
が
授
業
で
い
じ
め
問
題
を
取

り
上
げ
た
際
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
泣
き
な

が
ら
話
し
て
く
れ
た
仲
間
の
話
を
聞
い
て
書

い
た
学
生
の
文
章
で
す
。

　

小
・
中
学
校
時
代
に
、い
じ
め
に
か
か
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
学
生
の
多
い
こ
と
に
毎
年
驚

か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
体
験
が
、
被
害

者
で
あ
っ
た
学
生
に
は
辛
く
苦
し
か
っ
た
深

い
心
の
傷
と
し
て
、
ま
た
、
加
害
者
や
傍
観

者
で
あ
っ
た
学
生
に
も
思
い
出
し
た
く
な
い

暗
い
記
憶
と
し
て
、
今
な
お
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
小
・
中
学
校
時
代
に
、
目
の
前
で

起
き
て
い
る
い
じ
め
に
向
き
合
い
解
決
し
た

経
験
の
あ
る
学
生
は
、
残
念
な
が
ら
数
少
な

い
の
で
す
。
逆
に
、
誰
に
も
言
え
な
い
ま
ま

に
じ
っ
と
堪
え
忍
ん
だ
り
、
自
分
に
矛
先
が

向
く
の
が
怖
く
て
見
な
い
ふ
り
を
し
た
り
、

い
じ
め
の
状
況
を
何
も
変
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
無
力
感
を
、
多
く
の
学
生
が
抱
え

て
い
ま
す
。「
ど
う
せ
な
く
な
ら
な
い
」
と

い
う
あ
き
ら
め
の
意
識
が
根
強
い
の
で
す
。

　

「
話
を
聞
い
た
と
き
は
胸
が
と
て
も
し
め

つ
け
ら
れ
た
。
自
分
が
今
ま
で
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
中
で
一
番
ひ
ど
か
っ
た
。
…
い
じ

め
が
な
く
な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
く
て
、
な
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、「
い
じ
め
ら
れ

た
時
の
辛
い
気
持
ち
を
少
し
で
も
消
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
皆
の
前
で
話
を
し
て
く
れ
た
人

の
勇
気
は
本
当
に
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。」
被
害
者
か
ら
の
生
の
声
は
、
学
生
た

ち
の
心
の
奥
底
に
あ
る
「
あ
き
ら
め
」
を
激

し
く
ゆ
さ
ぶ
り
ま
す
。
い
じ
め
を
受
け
て
こ

ん
な
に
も
つ
ら
い
思
い
を
し
た
の
だ
と
い
う

被
害
者
へ
の
共
感
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
そ
の

経
験
を
話
し
て
く
れ
る
信
頼
感
や
心
の
強
さ

か
ら
、
い
じ
め
は
や
っ
ぱ
り
許
せ
な
い
、
な

く
そ
う
と
す
る
立
場
へ
と
意
識
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

あ
き
ら
め
な
い
で
努
力
し
よ
う
と
い
う
自

覚
、
被
害
者
に
寄
り
添
う
や
さ
し
さ
な
ど
、

学
生
に
芽
生
え
た
変
化
に
、「
子
ど
も（
学
生
）

を
変
え
る
の
は
子
ど
も
（
学
生
）」
な
の
だ

と
改
め
て
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
い
じ
め
を

く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
将
来
目
の

前
の
子
ど
も
の
い
じ
め
に
直
面
し
た
と
き

に
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
加
害
者
に
も
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
、

解
決
に
導
く
こ
と
の
で
き
る
、
力
の
あ
る
教

師
へ
と
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
す
。

人
権
コ
ラ
ム
「
き
ず
な
」
㊼

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

人　
　
　

権

５
月
１
日（
月
）～
７
日（
日
）は

「
憲
法
週
間
」
で
す

　

５
月
３
日（
祝
）の
憲
法
記
念
日
は
、
日
本

国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
定
め

ら
れ
た
祝
日
で
、
こ
の
日
を
含
む
５
月
１
日

～
７
日
は
憲
法
週
間
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
保
障
さ
れ

た
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

に
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
自
分
の
権

利
と
同
じ
よ
う
に
他
人
の
権
利
も
認
め
合
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
基
本
的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
特
設
人
権
相
談

　

村
で
は
、
憲
法
週
間
に
特
設
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
家
庭
や
近
隣
に
お
け
る
い
じ

め
、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

な
ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

当
日
都
合
の
悪
い
人
は
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
２
日（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
相
談
室

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

・
田
中
鈴
代
☎
 
７
３
８
７

・
西
浦
玲
子
☎
 
０
３
８
２

・
清
水
初
代
☎
 
０
３
２
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

16



教　
　
　

育

平
成
29
年
度
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

　

次
代
を
担
う
中
学
生
・
高
校
生
を
海
外
に

派
遣
し
、
日
本
と
異
な
る
生
活
や
異
文
化
を

体
験
し
て
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
程　

 

８
月
１
日（
火
）～
10
日（
木
）の
10
日

間
（
予
定
）

行
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

ブ
リ
ス
ベ
ン

　
　
　

【
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
州
立
学
校
】（
予
定
）

対
象　

 

村
内
在
住
の
中
学
校
２
・
３
年
生
お

よ
び
村
内
在
住
の
高
等
学
校
に
在
籍

す
る
生
徒

内
容

・
現
地
の
学
校
で
授
業
に
参
加

・ 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
り
現
地
の
家
庭
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
を
す
る

募
集
人
数　

10
人
程
度
（
面
接
な
ど
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
）

個
人
負
担　

10
万
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費

用
や
海
外
旅
行
保
険
料
な
ど
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法　

教
育
課
（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
）

ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
書
な
ど
を

入
手
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

春の地域安全運動の実施について

・期間　４月18日（火）～27日（木）

・重点　⑴　子どもや女性を対象とする犯罪の被害防止

　　　　⑵　特殊詐欺の被害防止

　　　　⑶　 ひったくり及び自転車を対象とする犯罪の

被害防止

・スローガン　 みんなで力をあわせて　安全・安心まち

づくり

〇 還付金などの詐欺の被害防止には！

　役場職員の名前を騙り電話をし、「医療費の還付がある」

と無人のＡＴＭへ誘導する電話が多数架かっています。

・ＡＴＭで還付金返金の手続きは絶対にできません。

・本当に役場職員からの電話かどうか確認しましょう。

・急がされた時こそ、慌てず、誰かに相談してください。

〇 車上ねらい・部品ねらいの被害防止には！

・ 車から離れる時は、エンジンキーを必ず抜き、窓をしっ

かりと閉めて、車内には何も置かないようにしドア

ロックを忘れないようにしましょう。

・ ナンバープレートやカーナビなどの盗難防止には「防

犯防止ネジ」や「盗難防止装置」をつけましょう。

〈問い合わせ〉富田林警察署、総務課　☎㉕1234

受
付　

４
月
21
日（
金
）ま
で

〈
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
課　

☎
 
１
３
０
０
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健　
　
　

康

国
保
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　

転
入
・
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・

脱
退
し
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
届
け
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
最
高
２
年
間
）
に
な

り
ま
す
。

　

「
被
保
険
者
と
な
る
」
の
は
、
加
入
の
手

続
き
を
し
た
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
で
す
。
し
た

が
っ
て
、加
入
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
も
、

保
険
料
納
付
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
特
段
の
理
由
が
な
く
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
そ
の
間
に
受
け
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
証
が
手
も
と
に
あ

る
た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て
診
療
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

『
春
の
不
調
に
効
果
的
な
食
べ
物
』

●

●

健康ちはやあかさか21

イメージキャラクター

　

春
は
暖
か
く
動
き
や
す
い
季
節
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
寒
暖
の
差
が
激
し
い
た
め

油
断
を
し
て
い
る
と
体
が
冷
え
て
負
担
が

か
か
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
に
ぴ
っ
た
り
な
飲
み
物

が
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
で
す
。
体
を
温
め
る

他
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
や
紅
茶
な
ど
の
発
酵
し

て
い
る
茶
葉
も
体
を
温
め
ま
す
。

　

食
材
で
は
、
生
姜
や
か
ぼ
ち
ゃ
、
れ
ん

こ
ん
な
ど
の
根
菜
類
が
お
す
す
め
で
す
。

白
菜
や
ほ
う
れ
ん
草
、
ト
マ
ト
な
ど
は
体

を
冷
や
し
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
上
手
に
組
み

合
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

体
が
だ
る
く
疲
れ
を
感
じ
や
す
い
時

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
不
足
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
豊
富

な
豚
肉
と
、
そ
ら
豆
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を

ひ
と
つ
紹
介
し
ま
す
。

●
そ
ら
豆
と
豚
肉
の
旨
辛
炒
め

〈
材
料
〉

そ
ら
豆
（
正
味
） 

２
０
０
ｇ

塩　
　
　
　
　

 

少
々

豚
肉　
　
　
　

 

１
０
０
ｇ

白
ね
ぎ 

20
ｇ

ニ
ン
ニ
ク 
1
片

鷹
の
爪　

 

1
本

ご
ま
油　

 

小
さ
じ
1

豆
板
醤　

 

小
さ
じ
¼

砂
糖  

小
さ
じ
½

ポ
ン
酢 

大
さ
じ
3

〈
作
り
方
〉

① 

そ
ら
豆
を
さ
や
か
ら
出
し
て
、
塩
ゆ
で

に
す
る
。

② 

白
ね
ぎ
、ニ
ン
ニ
ク
は
み
じ
ん
切
り
に
、

鷹
の
爪
は
種
を
除
い
て
小
口
切
り
に
し

て
お
く
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
ご
ま
油
、
ニ
ン
ニ
ク
、

白
ね
ぎ
、
鷹
の
爪
を
低
温
で
炒
め
、
香

り
が
し
た
ら
豚
肉
、
そ
ら
豆
を
順
に
加

え
て
サ
ッ
と
炒
め
る
。

④ 

豆
板
醤
、
砂
糖
、
ポ
ン
酢
を
加
え
て
完

成
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
、
疲
労
回
復
に
効
果

が
あ
り
、
そ
ら
豆
の
薄
皮
は
食
物
繊
維
が

豊
富
で
す
。
し
か
し
、
空
気
に
触
れ
る
と

味
も
栄
養
価
も
下
が
っ
て
し
ま
う
た
め
、

さ
や
か
ら
出
し
た
ら
す
ぐ
に
調
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

体
調
を
整
え
る
た
め
に
、
旬
の
食
材
を

上
手
に
活
用
し
な
が
ら
春
の
季
節
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

う
な
と
き
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は

あ
と
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新

た
に
加
入
さ
れ
た
健
康
保
険
へ
、
ご
自
身
で

医
療
費
を
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

健
康
の
た
め
に
若
年
健
康
診
査

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
「
若
年
健

康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診

と
同
じ
内
容
の
健
診
（
眼
底
検
査
を
除
く
）

を
、
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診
療

所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
者

負
担
額
は
３
千
円
で
す
。
事
前
に
印
鑑
・
保

険
証
を
持
参
の
上
、
住
民
課
保
険
年
金
担
当

窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）
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健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
で
健

康
管
理
を

　

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
が
行
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
年
齢
や
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
健
診
の
実
施
時
期
や
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
（
村
）

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導　

村
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
は
総
合
的
な
健
康
状
態
を
知
る
機
会
で
す

の
で
、
積
極
的
に
利
用
し
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末

に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

村
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対

し
て
費
用
を
７
割
負
担
し
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
と
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

印
鑑
・
保
険
証
・
特
定
健
診
の
受
診
券
を

持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

■
健
康
診
査　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健

診
は
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
行
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
下
旬
に

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途

中
に
被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
資
格
を
取

得
し
た
月
の
翌
月
は
じ
め
に
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク　

広
域
連
合
で
は
、
人
間

ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
は
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
の
み
で
、
上

限
額
は
２
万
６
千
円
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
全
額
を
一
旦
負
担

し
、
そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど
は
助
成
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請

に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

・
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知
書

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
）

・ 

村
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
や
後
期

高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
を
、
富
田
林
医
師

会
管
内
の
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
で
受

診
す
る
と
、
追
加
項
目
健
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
若
年
健
康
診
査
は
除
く
）。

・ 

健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機

関
は
、
受
診
券
に
同
封
す
る

一
覧
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

福

祉

医

療

６5
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の
助

成
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

に
「
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一

部
助
成
）
医
療
証
」
を
交
付
し
、
医
療
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成

対
象
の
人

　

 （
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

② 
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

る
疾
患
を
有
す
る
人

③ 

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

受
け
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
の
人

　

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か
ら

「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療
機
関
あ
た
り

入
通
院
と
も
１
日
に
つ
き
５
０
０
円
を
限
度

に
月
２
回
ま
で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
福
祉
医
療
）

年　
　
　

金

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
な
ど
、

記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の
年
月
日
、
ま
た
は

過
去
の
履
歴
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持
参
す

れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
年
金
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
20
日
（
木
）

・
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
健
康
相
談
室
）

・
午
後
１
時
～
３
時

（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
ま
ゆ
り
多
目
的
室
１
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
民
年
金
）

平
成
29
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
５
月
１
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
25
日（
火
）で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。

専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎ 7868

子

　

育

　

て

子
育
て
応
援
出
産
お
祝
い
事
業

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

村
で
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
す
る
「
子
育
て
応
援

出
産
お
祝
い
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

４
か
月
児
健
診
日
に
絵
本
な

ど
を
贈
呈
し
、
民
生
委
員
児

童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の

協
力
に
よ
り
、
健
診
の
待
ち

時
間
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

（
福
祉
）

〈４月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

７ 金 ★ 午前10時～11時 地域子育て支援センター 桜まつり

11 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

12 水 ★ 午前10時30分～ 地域子育て支援センター こいのぼり制作

13 木 ★
午前９時15分園出発
午前11時30分帰園予定

サバ―ファーム

春の遠足
費用　 バ ス 代　１家庭200円 

入 園 料　大人700円 
　　　　　４歳以上300円

　　　 味覚狩り　大人1200円 
　　　　　４歳以上600円

持ち物　エプロン（必要な人）
　　　　タオル、着替えなど

19 水 午前10時30分～11時
地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定

20 木 午前10時～11時30分 げんき親子体操

25 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

26 水 ★ 午前10時30分～

地域子育て支援センター

ねんどあそび

27 木 ★ 午前11時30分～正午

お試しランチ
費用　１人200円（お子様の分のみ）
持ち物　食事エプロン
スプーン、フォークは園でも用意します。

☆今月の一押し
　 

春の遠足に出かけよう  　 アンパンマンバスに乗って、みんなでいちご狩りに行きませんか。 
バスの利用が難しい人は、現地集合や途中乗車などの相談もお聞きします。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　 ★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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月　日 時　　　間 場　　　　所

５月９日（火）

＊雨天中止の場合

　５月11日（木）

　に順延します。

午前　９時30分～９時45分

　　　９時50分～10時10分

　　　10時20分～10時40分

　　　10時50分～11時10分

　　　11時20分～12時00分

午後　１時10分～１時30分

　　　１時40分～２時10分

　　　２時20分～２時50分

　　　３時10分～３時30分

桐 山 老 人 憩 い の 家 下

二 河 原 邉 ち び っ こ 広 場

水分地区利用組合みかん貯蔵所前

川 野 邉 老 人 憩 い の 家 前

森 屋 北 ち び っ こ 広 場

役 場 プ レ ハ ブ 横 駐 車 場

Ｊ Ａ 大 阪 南 赤 阪 支 店 前

旧自然休養村管理センター下

（ 防 火 水 槽 付 近 ）

千 早 老 人 憩 い の 家 前

５月１０日（水）

＊雨天中止の場合

　５月12日（金）

　に順延します。

午前　９時30分～９時45分

　　　９時55分～10時25分

　　　10時35分～10時55分

　　　11時05分～11時30分

　　　11時40分～12時00分

午後　１時10分～３時30分

吉 年 老 人 憩 い の 家 前

東阪バス停前（旧JA千早支店前）

上 東 阪 消 防 倉 庫 前

中津原集会所前（中津橋横）

小 吹 老 人 憩 い の 家 前

小 吹 台 連 絡 所 前

住

民

生

活

引
越
し
の
際
は
、
住
民
票
の
異

動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

入
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど
に
よ
る
引
越
し

で
、
住
所
を
異
動
さ
れ
る
人
は
、
住
民
票
の

異
動
の
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届
（
転
出
届
・
転

入
届
・
転
居
届
な
ど
）
は
、
国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に

つ
な
が
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
送
付

し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」

や
身
分
証
明
書
と
な
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）」
ま
た
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
を
最
新
の
も
の

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る
場
合

役
場
住
民
課
に
転
出
届
を
提
出
し
て
転
出
証

明
書
を
受
け
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　

↓

転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
引
越
先
の

市
区
町
村
に
転
出
証
明
書
を
添
え
て
転
入
届

を
提
出
す
る
。

◆
村
内
で
転
居
さ
れ
る
場
合

役
場
住
民
課
に
、
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以

内
に
転
居
届
を
提
出
す
る
。

※ 

前
記
の
届
出
を
す
る
際
は
、「
通
知
カ
ー

ド
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）」、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

の
住
所
変
更
の
届
出
も
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

住
民
課
（
戸
籍
）

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼
犬
登
録

　

狂
犬
病
は
、す
べ
て
の
ほ
乳
類
に
感
染
し
、

発
症
す
れ
ば
有
効
な
治
療
法
は
な
く
、
回
復

の
見
込
め
な
い
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

現
在
で
も
東
南
ア
ジ
ア
や
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

世
界
中
で
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
予
防
注
射
が
徹
底
さ
れ
、
近

年
の
発
生
の
報
告
は
な
く
、
数
少
な
い
狂
犬

病
の
清
浄
国
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
万
一
発
生
し
た
場
合
に
蔓
延
を
防
ぐ
た

め
に
「
犬
の
登
録
」「
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
と
登
録
を
実
施
し
ま
す
。
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
き
、
毎
年
１
回
（
４
月
～
６
月
）

の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
済
の
犬
に
つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
た
実
施
案
内
に
同
封
の
狂
犬
病
予
防

注
射
交
付
手
数
料
領
収
書
を
必
ず
持
参
く
だ

さ
い
。

※
集
合
注
射
料
金　
　

３
２
５
０
円

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
飼
い
始
め
た
日

か
ら
30
日
以
内
に
登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け

る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
こ
の
機
会

に
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
手
数
料　

３
千
円

　

集
合
注
射
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
「
接
種
済
証
」

※時間については、前後する場合がありますのでご了承ください。

を
持
参
し
注
射
済
票
の
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
済
票
交
付
手
数
料　
　

５
５
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
 
１
３
８
８

狂犬病予防集合注射の日程
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補
　
助
　
金

農
作
物
等
被
害
防
止
柵
設
置
事

業
補
助
金

　

村
内
に
お
い
て
農
地
を
耕
作
ま
た
は
保
全

管
理
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
鳥
獣
（
イ

ノ
シ
シ
な
ど
）
か
ら
農
作
物
等
の
被
害
を
防

止
す
る
柵
（
電
気
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

な
ど
）
の
購
入
に
対
す
る
補
助
金
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
は
、必
ず
購
入
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
内
容　

今
年
度
か
ら
共
同
設
置
の
新
設

や
個
人
設
置
の
上
限
額
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
補
助
内
容
に
つ
い
て
は
、
防
止

柵
購
入
費
に
補
助
率
（
２
分
の
１
）
を
乗
じ

て
得
た
額
ま
た
は
補
助
金
上
限
額
の
い
ず
れ

か
低
い
額
で
す
。（
た
だ
し
１
０
０
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
ま
す
。）

補
助
金
上
限
額　
　

共
同
設
置　
　

10
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
設
置　
　

５
万
円

※ 

共
同
設
置
と
は
２
戸
以
上
の
農
家
で
一
体

と
な
る
防
止
柵
を
設
置
す
る
場
合
で
す
。

受
付
期
間

　

４
月
３
日（
月
）か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、補
助
金
予
算
額
に
達
し
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
観
光
・
産
業
振
興
課

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　

村
で
は
生
活
環
境
お
よ
び
河
川
の
水
質
の

保
全
な
ら
び
に
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

し
尿
や
生
活
雑
排
水
な
ど
を
併
せ
て
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家
庭
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
本
年
度
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

対
象
地
区
は
、
下
水
道
処
理
区
域
外
お
よ

び
下
水
道
計
画
区
域
内
で
あ
っ
て
も
整
備
が

大
幅
に
遅
れ
る
地
域
で
す
（
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

補
助
金
額

・
５
人
槽 

 

91
万
８
千
円

・
６
～
７
人
槽 

１
０
２
万
１
千
円

・
８
～
10
人
槽  
１
２
４
万
２
千
円

※ 

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
で

す
。

※ 

現
在
の
補
助
金
額
は
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
失
効
す
る
平
成
33
年
３

月
31
日（
水
）ま
で
で 

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

施
設
整
備
課

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
を
促
進
し
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
を
推
進
し
て
お

り
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
人
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
地
域
は
、
公
共
下
水
道
の
供
用

が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
す
。た
だ
し
、

新
た
に
開
始
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
間
は
当

該
地
域
を
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

き
村
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
で
、
自
己

の
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
た
合
併
処
理
浄
化

槽
に
お
い
て
、
浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
お
よ
び
「
法
定

検
査
」
を
行
っ
た
人
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
申
請
日
か
ら
過
去
１
年
間

に
行
っ
た
保
守
点
検
等
の
費
用
合
計
額
が
対

象
で
、２
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
で
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

住
宅
の
耐
震
化
に
補
助
金
の
活
用
を

　

次
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
設
計
・
改
修
・

除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
中
に
補
助
金
の
活
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物

補
助
内
容

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
戦
略
室

建築物の種類 補助の項目 補助の内容

木造住宅

耐震診断費
耐震診断費用の９／10の額または一戸あ

たり４万５千円のいずれか低い金額

耐震設計費
耐震改修設計費用の７／10の額または一

戸あたり10万円のいずれか低い金額

耐震改修費

一戸あたり40万円（定額）。ただし、耐震

改修工事費が定額未満である場合は、当

該工事費の額

除　却　費

一戸あたり40万円（定額）。ただし、除却

工事費が定額未満である場合は、当該工

事費の額

非木造住宅 耐震診断費
耐震診断費用の１／２の額または一戸あ

たり２万５千円のいずれか低い額
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平
成
29
年
度

村
民
大
学
英
会
話
講
座
（
前
期
）
受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
英
会
話
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日　

5
月
9
日
、
23
日
、
6
月
6
日
、

20
日
、
7
月
4
日
、
18
日
※
、
9
月
12
日
、

26
日
、
10
月
10
日
、
24
日
（
全
て
火
曜
日
）

※
講
師
の
都
合
上
、
7
月
11
日
に
な
る
場
合

有
。そ
の
時
は
受
講
者
に
事
前
連
絡
し
ま
す
。

時
間　

午
後
7
時
～
8
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
2
階
会
議
室

対
象　

全
員
（
村
内
在
住
・
在
勤
者
優
先
）

内
容　

日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。
英
語
が
話

せ
な
い
、
昔
の
勘
を
取
り
戻
し
た
い
人
、
大

歓
迎
！

費
用　

村
内
在
住
・
在
勤
者
1
回
３
０
０
円
、

そ
の
他
1
回
４
０
０
円
（
当
日
い
た
だ
き
ま
す
）

定
員　

20
人
（
村
内
在
住
・
在
勤
者
優
先
、

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）、
5
月
～
10
月

通
し
て
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（A

ssista
n
t L
a
n
g
u
a
g
e 

T
each

er

）
と
し
て
、村
立
幼
稚
園
、小
学
校
、

中
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
ガ
ー
ナ
共
和
国
出

身
の
ノ
ア
・
エ
ン
ク
ル
マ
・
ア
ダ
サ
先
生

応
募
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口
に
て
受

付
。
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
お
伺
い
し
ま
す
。

募
集
期
間　

村
内
在
住
・
在
勤
者
4
月
3
日

（
月
）～
28
日（
金
）、
そ
の
他
4
月
10
日（
月
）

～
28
日（
金
）、
ど
ち
ら
も
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
9
時
～
17
時
ま
で
。
5
月
1
日

（
月
）以
降
に
当
落
通
知
を
し
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
課　

☎
 
１
３
０
０

 
１
４
０
０

■歴史講座■
前期（第1回～第4回）「南河内の中世城郭」

回 講座日 講　　師

１ ５月12日（金）
大阪大谷大学文学部
講師　馬部　隆弘　氏

2 ６月９日（金）
阪南大学国際観光学部
准教授　和泉　大樹　氏

3 ７月７日（金）
羽曳野市歴史文化推進室
課長補佐　井原　稔　氏

4 ８月４日（金）
河内長野市ふるさと文化財課
係長　太田　宏明　氏

後期（第5回～第8回）「河内の古墳文化」

回 講座日 講　　師

5 ９月15日（金）
大阪市立大学大学院文学研究科
教授　岸本　直文　氏

6 10月13日（金）
藤井寺市世界遺産登録推進室
室長　山田　幸弘　氏

7 11月10日（金）
百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産
登録推進本部会議事務局　　　　

主幹　十河　良和　氏

8 12月８日（金）
大阪府立近つ飛鳥博物館
副館長　森本　徹　氏

※各講師の講演・タイトルは５月号広報で掲載予定です。
※講師の都合上、順番や講師に変更の有る場合が有ります。
時間　午後２時～４時　場所　くすのきホール２階会議室（エレベーター有）　定員　各回50人（先着順）
費用　１回400円　受付　４月３日（月）から（先着順）※土曜・日曜・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

■博物館講座■
　博物館学芸員の基礎知識を学びながら、村立郷土資料館を題材として、展示やイベントについて受講生とと
もに考えます。
初回　５月９日（火）　午後２時～４時　講師　村文化財担当　他　場所　村立郷土資料館２階研修室
定員　10名程度（先着順）　費用　１回500円（入館料含む）
受付　４月３日（月）～28日（金）※土曜・日曜・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課 ☎ 1300  1400　※電話・ＦＡＸの他、くすのきホール窓口でも直接申
し込むことができます。※登録の際は、全講座において郵便番号と住所、氏名、電話番号をお伺いします。

平成29年度村民大学歴史・博物館講座開講のお知らせ

◆
一
般
書

失
わ
れ
た
地
図　

 

（
恩
田
陸
）

花
を
呑
む 

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

翼
が
な
く
て
も 

（
中
山
七
里
）

サ
ロ
メ　
　
　

 

（
原
田
マ
ハ
）

サ
イ
レ
ン
ス 

（
秋
吉
理
香
子
）

銀
の
猫　
　

 

（
朝
井
ま
か
て
）

Ｔ
の
衝
撃　
　
　

 

（
安
生
正
）

錯
迷　
　
　
　

 

（
堂
場
瞬
一
）

山
猫
珈
琲　

下
巻 

（
湊
か
な
え
）

柳
生
三
代
の
鬼
謀 

（
鳥
羽
亮
）

つ
い
に
、
来
た
？ 

（
群
よ
う
こ
）

墨
龍
賦　
　
　
　

 

（
葉
室
麟
）

招
待
状　
　
　

 

（
赤
川
次
郎
）

ビ
ニ
ー
ル
傘　
　

 

（
岸
政
彦
）

罠
に
落
ち
ろ 

影
の
探
偵
‘87 

（
藤
田
宜
永
）

主
君　

井
伊
の
赤
鬼
・
直
政
伝 

（
高
殿
円
）

東
京
ク
ル
ー
ジ
ン
グ 

（
伊
集
院
静
）

テ
ロ
リ
ス
ト
の
処
方 

（
久
坂
部
羊
）

サ
ン
ラ
イ
ズ
・
サ
ン
セ
ッ
ト 

（
山
本
一
力
）

あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀　

３ 

（
高
田
郁
）

わ
た
く
し
た
ち
の
旅
の
か
た
ち

 

（
曽
野
綾
子
・
兼
高
か
お
る
）

夢
は
み
る
も
の
で
は
な
く
、
か
な
え
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　

 

（
澤
穂
希
）

写
し
方
見
本
帳
春
夏
秋
冬 

（
日
本
カ
メ
ラ
社
）

身
近
な
材
料
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
か
ん
た

ん
手
作
り
雑
貨　

 

（
寺
西
恵
里
子
）

◆
児
童
書

あ
い
す
く
り
ー
む
に
あ
り
を
の
せ
た
ら

あ
い
う
え
お 

（
ａ
ｃ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）

大
正
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル 

（
柏
葉
比
呂
樹
）

古
墳
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル 

（
工
藤
ケ
ン
）

【
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
】

明
日
の
食
卓 

（
椰
月
美
智
子
）

海
の
見
え
る
理
髪
店 

（
荻
原
浩
）

嗤
う
名
医 

（
久
坂
部
羊
）
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広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
や
、

農
地
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
・
集
約
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
）
を
推
進
す
る
た
め
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
村

で
は
次
の
通
り
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
農
業
委
員

募
集
人
員　

14
人

職
務
内
容　

総
会
で
の
農
地
の
権
利
移
動
や

転
用
に
係
る
許
認
可
業
務
お
よ
び
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
等
に
伴

う
現
地
で
の
調
査
、
指
導
お
よ
び
監
視
業
務

な
ど

任
期　

平
成
29
年
７
月
20
日
～
平
成
32
年
７

月
19
日

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

募
集
人
員　

３
人

職
務
内
容　

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
伴
う
現
地
で
の
調

査
、
指
導
お
よ
び
監
視
業
務
な
ど

任
期　

平
成
29
年
７
月
20
日
～
平
成
32
年
７

月
19
日

申
し
込
み　

４
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）（
必 

着
）
ま
で
に
、農
業
委
員
会
事
務
局
（
観
光
・

産
業
振
興
課
内
）
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
各
申
込
書
お
よ
び
募
集

要
項
は
、
同
課
ま
た
は
同
事
務
局
の
窓
口
に

て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
観

光
・
産
業
振
興
課
内
）

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
国
民
年
金
保
険
料

が
２
３
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
６ 

４
９
０
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
額
保
険

料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
付
す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に

加
え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
で
す

　

保
険
料
は
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま

す
。
ま
た
、早
割
（
当
月
末
振
替
）、前
納
（
６

カ
月
・
１
年
・
２
年
）
で
納
付
す
る
と
、
納

付
書
を
使
っ
て
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
割
引
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
０６（
６
７
７
２
）７
５
３
１

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以

下
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
生
に
な
る
20
歳
以
上

の
人
だ
け
で
な
く
、
平
成
28
年
度
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
引
き
続
き
、

平
成
29
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

時
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
３
月
下
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
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申
請
書
が
届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す

（
学
生
証
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

必
要
な
も
の

　

学
生
証
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）

国
税
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

～
平
成
29
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験
～

申
込
受
付
期
間　

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

～
４
月
12
日（
水
）

※ 

お
申
込
み
は
、
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.jin
ji-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/
ju
k
e
n
.

h
tm
l/ 

受
験
資
格
、試
験
日
な
ど
に
関
す
る
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

n
ta.g
o.jp

）
の
「
採
用
案
内
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

（
試
験
係
）（
☎
06（
６
９
４
１
）５
３
３
１
）

ま
た
は
富
田
林
税
務
署
総
務
課
（
☎
０
７
２

１
㉔
３
２
８
１
）（
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

史
跡
見
学
会

　

今
年
の
史
跡
見
学
会
は
京
都
の
石
清
水
八

幡
宮
参
拝
と
近
江
八
幡
散
策
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
人
は
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

５
月
17
日（
水
）

出
発　

午
前
８
時

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

費
用　

保
存
会
会
員　

５
千
円

　
　
　

会
員
以
外　
　

６
千
円

締
切　

４
月
30
日（
日
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

☎
 
１
５
８
８楠

　
公
　
祭

　

４
月
25
日
の
楠
木
正
成
公
の
生
誕
を
祝
っ

て
楠
公
祭
の
式
典
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
見
学
で
き
ま
す
。
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
25
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

楠
公
誕
生
地（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
前
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

☎
 
１
５
８
８

１

春
季
軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
一
般
参
加
チ
ー

ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
16
歳
以

上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
で
す
。

日
時　

５
月
14
日（
日
）、
５
月
21
日（
日
）

　

予
備
日
５
月
28
日（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場　
　
　

費
用　

1
チ
ー
ム
１
万
２
千
円

受
付　

４
月
12
日（
水
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

加
藤　

明　

☎
 
０
９
９
５

１

春
季
テ
ニ
ス
大
会
参
加
ペ
ア
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
春
季
テ
ニ
ス
大
会

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）
参
加

ペ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
府
総
体
南
河

内
地
区
大
会
予
選
を
兼
ね
る
）

日
時　

５
月
７
日（
日
）９
時
～

　
　
　

（
雨
天
の
場
合
は
５
月
14
日
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上
の
村
在
住
・
在
勤
者（
必

ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

費
用　

１
ペ
ア　

千
円

受
付　

４
月
22
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

中
野　

義
信　

☎
 
７
５
１
９

第
４
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

　

富
田
林
河
内
長
野
場
所

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
地
方
予
選
、
富

田
林
河
内
長
野
場
所
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
14
日（
日
）
９
時
受
付

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
赤
峰
市
民
広
場

（
市
民
祭
り
会
場
内
）

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
乗
り
合
わ

せ
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対 

象　

千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
河
内
長

野
市
・
大
阪
狭
山
市
・
太
子
町
・
河
南
町

在
住
の
小
学
校
４
～
６
年
生
男
女

内 

容　

心
身
の
鍛
練
と
健
康
増
進
を
目
的
と

し
た
、
学
年
・
男
女
別
相
撲
大
会
（
ち
ゃ

ん
こ
鍋
タ
イ
ム
も
あ
り
）

募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

申
し
込
み　

募
集
人
数
を
大
幅
に
上
回
っ
た

場
合
は
抽
選

費
用　

無
料
（
表
彰
式
・
参
加
賞
あ
り
）

申
し
込
み
方
法　

応
募
に
は
『
申
込
書
の
Ｆ

Ａ
Ｘ 

』
が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
小
学
校

か
ら
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
電
話
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

㉔
０
６
６
５

締
め
切
り　

５
月
５
日（
金
）

〈 

問
い
合
わ
せ
〉（
一
社
）
富
田
林
青
年
会
議

所
事
務
局　

☎
㉔
１
２
３
１
（
月
・
水
・

金
曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w
w
w
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千早赤阪村青少年指導員連絡協議会

平成28年度　第2回ジュニアリーダースクール
　３月５日、村青少年指導員連絡協議会主催で村内の小学生を対象にしたジュニアリーダースクールが行わ

れました。

　当日は25名が参加、阿倍野防災センターで災害体験や防災についての勉強をし、その後、天王寺動物園で

動物たちと触れ合いながら園内を探索しました。

千早赤阪サニーズ、優勝！
○くすのき杯少年サッカー大会○

　２月19日、26日に村民運動場で開催された第31回くすのき杯少年サッカー大会で、千早赤阪サニーズが優

勝しました。

　この大会は、日ごろ交流のあるチームと技術の向上を図り、親交を深めるために同クラブが小学５年生を

対象に主催しています。

　31回目の開催で初めての優勝が決まった瞬間、村民運動場は大きな歓声がわきあがるとともに、新年度で

の活躍への期待に包まれました。
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・近況は・・・

　専門学校で車の整備の勉強をしています。

・趣味は・・・

　車を触ったり、乗ることです。

・夢は・・・

　整備をできるようになって、１人で店を立ち

上げることです。

・最近、楽しいと思ったことは・・・

　サーキットでドリフトをすることが一番楽し

いと思いました。

・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・

　空気などはかなりいいと思います。

　でも交通の便は良くないので大変です。

　コンビニ１つだけでもあればかなり助かります。

・次号は・・・

　同級生の辻脇邑佳さんです。

・辻脇さんへメッセージを・・・

　この季節とかやったら、下の方とはちがった

ことも多いと思うから

　よーさん書いてください。

森　屋　 楠　本 　 翔　大 さん

＜19歳　うお座＞

KusumotoShouta

森屋　たぢか　あやな　ちゃん

（　田　近　絢　菜　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年10月22日生まれ

たぢか　ともの　ちゃん

（　田　近　友　乃　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年９月21日生まれ

いつまでも仲の良い姉妹でいてね。

　父・健一さん　母・裕生さん

おめでとうございます
　２月１日、奥田茂雄さん（桐山、88歳）が、瑞宝双光章

を受章されました。

　今回の受章は、千早赤阪村のほか、河南町、河内長野市

の小学校で教諭を務め、昭和59年４月から平成元年３月ま

で千早小学校の校長を最後に退職するまで、長年の教育の

ための功績を認められたものです。

　奥田さんは、「身に余る光栄です。長生きしていてよかっ

たです」と喜びを語りました。
七五三の時におじいちゃんと撮ってもらっ

た写真です。

元気でうるさかったことが印象的でした。

305
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療曜日・時間が変わりました

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎ 0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（月）（水）（木）　午後２時～４時30分

•村国保千早診療所　千早184－１　☎ 0240
　午後診　（火）（金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか
＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大 阪 府 小 児 救 急 電 話 相 談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に）

http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査

4月12日㈬

午後１時

～１時10分
平成27年７月～９月生

３歳６か月児健康診査
午後１時45分

～１時55分
平成25年７月～９月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

4月21日㈮

午後１時

～１時15分
平成27年１月～３月生

歯 科フォロー健診

1歳6か月・2歳フォロー

午後１時45分～２時 １歳６か月・２歳・３歳

６か月児健診で虫歯に

なりやすいと判定され

た幼児

3歳6か月フォロー

午後２時15分

～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

4月3日・10日
・17日・24日・
5月1日㈪

午前10時

～11時30分
就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

4月19日㈬

午前10時

～11時30分

０歳～幼稚園入園前の

乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談）

午前10時

～11時30分

０～１歳頃までの乳幼

児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時

～10時45分
１歳頃までの乳幼児の家族

相
談

無料 弁護士相談・

保健師こころの相談
4月14日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問題な

ど法律相談を希望する人

（同日に身体やこころ

の相談も行います）

保健師による健康相談

（電話・来庁）
4月18日㈫

午前10時～正午
（来庁の場合要予約）

健康・育児・介護など相

談を希望する人

歯科衛生士による

個 別 歯 科 相 談
4月24日㈪

午後２時～３時30分
（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関

する相談を希望する人

個別健康栄養相談 4月28日㈮
午後１時30分～

（要予約）

食事療法が必要な人、健

康のため食生活を改善し

たい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

４月４日（火）・
７日（金）・１１日（火）
１４日（金）・１８日（火）
２１日（金）・２５日（火）
２８日（金）
５月２日（火）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

４月５日（水）
５月３日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

４月１３日（木）
　　２７日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

４月２０日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

４月２６日（水）

各地区ミゼット車 ４月18日（火）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年

４月27日（木）予定

千早、東阪、中津原 ４月28日（金）予定

心配ごと
４月６日（木）
５月は祝日のためありません

児　　童
４月６日（木）
５月は祝日のためありません

行　　政
４月６日（木）
５月は祝日のためありません

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎ 0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）

河南町住民生活課☎ 2500
太子町住民人権課☎ 5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,467人（－９）
　男　　2,593人（－５）
　女　　2,874人（－４）
世帯数　2,347戸（－１）

２月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

健康診査＆相談など


